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ピースボートは国際交流を目的にした「地球一周の船旅」を企画する NGOです。100 日
間あまりで世界を廻る旅を、年に 3回実施しています。
ピースボートが、飛行機ではなく船で訪れる旅を企画した理由。それは、31年前の設立
のきっかけにあります。第一回のピースボートクルーズが出航したのは 1983 年のこと。今
では考えられないかもしれませんが、当時は国境を越えること自体が困難な時代でした。
その当時、早稲田大学に通う大学生数名が「世界を自分の目でみたい。現地に暮らす人と
直接言葉を交わしてみたい。」と言い出したことが、ピースボートの始まりです。
なぜ飛行機ではなく船だったか。
それは、「そこに借りられる船があったから」と言ってしまえばそれまでですが、実際に
は「飛行機で行くよりも船の方がより多くの人たちと旅をすることができる」というのが
大きな理由でした。最近でも、一人が「こんな旅をしたい。一緒に行く人いませんか？」
とネットで呼びかける、“この指止まれ”方式の旅が流行っていますね。
ピースボートの旅の特徴は大きく分けると３つあります。
１）さまざまな出会い
船には年代・国籍もさまざまな人たちが乗船します。世代で言えば毎回 10代～90
代までの幅広い年齢層の方々が乗船します。たとえば大学では、自分と同じくらいの
年齢の人たちが友達になることが多いでしょうが、船では少し年上の社会人経験者や、
すでに定年退職をした年配の方と話をすることができます。日本で暮らしている時の
肩書きやキャリアに関係なく対等な関係を築くことができます。
２）多彩な船内プログラム
船の旅は飛行機に比べて移動時間が長いです。飛行機でシンガポールへ行く場合、
所要時間は 8時間ほどですが、船では 1週間くらいかかります。この移動する時間＝
生活空間となる船内では、毎日多くのイベント・企画が行われます。英語やスペイン
語などの語学レッスン、フットサルやバスケットボールなどのスポーツ、また夏祭り
や洋上大運動会などの大きなイベントも行われています。このほとんどが、ピースボ
ートスタッフだけではなく、参加者の人たち自身が企画者として運営に関わって作ら
れます。
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また、ピースボートの大きな魅力でもある「水先案内人」と呼ばれる洋上講師の
方々による船内講座もあります。水先案内人は、「先生」ではなく「旅の同航者」のひ
とりとして、日本をはじめ世界各国で活躍する人たちを指します。渋谷先生も水先案
内人のお一人ですが、ほかにも池上彰さんや乙武洋匡さんなどの著名人や、中東を訪
れる際にはベリーダンサーの方に乗っていただいたり、先住民族のリーダーに乗って
いただいたりと、そのジャンルは幅広いです。
もちろん、船内でどのように過ごすかは自由なので、こういったイベントに参加す
る・運営するのも、参加しないのも自分自身で決めることが出来ます。船の旅だから
こそ見ることの出来る景色や海の色もおすすめです。
３）世界中の人と出会う、待っている人がいる旅
地球一周で訪れることができるのは 20数カ国。そのすべての国で、ピースボートの
到着を待っている人たちがいます。現地の NGOや学生、そしてホームステイなど、
交流を目的にしたプログラムを継続することで、その出会いを途切れることなくつな
げています。
地球一周の寄港地の中には、皆さんが今まで知らなかったような国・地域が入って
いることもあります。同じように、訪れる国の人たちも日本人に出会ったことがない、
という人はたくさんいます。お互いがお互いを知ること、国と国という視点ではなく、
人と人という視点でその地を知ることで、「世界」というものへのとらえ方が変わるの
ではないかと思います。
もちろん、このほかにも世界の壮大な遺跡や自然の姿を見る機会もあります。想像を超
えるスケールの大きな景色や場所を訪れて、「地球」という私たちの暮らす環境を広い視野
で考えることが出来るのではないかと思います。
そして、これらの船内や寄港地での体験から生まれた数多くのプロジェクト活動も、ピ
ースボート活動の一環です。カンボジアをはじめとする世界中の地雷廃絶を目的に活動す
る「ピースボート地雷廃絶キャンペーン」、現地のニーズを聞き、集め・届けるところまで
行う支援物資を届けるプロジェクト、サッカーを通じて国際交流を行うピースボールプロ
ジェクト。他にも様々な地域や課題に取り組むプロジェクト活動があります。
これらのプロジェクト活動が現地に行った若者から始まったように、ピースボートに若
い人が多く参加することを可能にしているのは、ユニークなボランティアスタッフの参加
費割引制度をもっているからです。もともと「お金がない、でも世界を見たい！」という
大学生から始まった団体なので、お金がなくても船に乗るにはどうしたらいいか？を考え
た結果、このボランティアスタッフ制度が生まれました。
これは簡単に言えば、「地球一周に向けてがんばった人ががんばった分だけ安く旅をする
ことができる」というものです。地球一周の船を出すためには、町中に貼ってあるポスタ
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ーによる広報活動や事務作業、そしてプロジェクト活動を進めていく人が必要です。それ
らに関わった人がポイントのように船賃を貯めて、自分が船に乗るときに使うことが出来
ます。この割引は 29歳以下の若者であれば船賃の全額まで貯めることが出来ます。「でき
ない理由を探すより、できる方法を探す」という発想が、年齢や金銭状況にかかわらず世
界に出ることを可能にしています。
このシンポジウムは「共生」や「多文化共生」「異文化交流」がテーマですが、ピースボ
ートの旅は、その言葉について考えることよりも先に、知らず知らずに自分がその言葉が
指す状況に身を置いている場面に多く出くわすのではないかと思います。
私は大学 1年生の時に初めてピースボートに参加しました。
当時、私は色々な国を見てみたいという気持ちでいたものの、海外に暮らす人たちと実
際に顔を合わせて会話をし、遊び、一緒に何かについて議論をするという経験はありませ
んでした。
しかし船に乗ってみると、「自分と同じこと・違うこと」に国を訪れるごとに出くわしま
した。そして、自分の中に“ガイコク”に対するステレオタイプがたくさん作られていた
ことにも気づきました。暮らす場所や信じているもの、食べているもの、時間の使い方が
違っても、私たちは友達になることができます。一方で、違っていることによって腹を立
てたり、コミュニケーションがうまくいかないこともあります。
以前、南太平洋の島・タヒチの先住民族の男性が水先案内人として乗船した際にこんな
ことがありました。彼の暮らすタヒチ・マオヒ族の文化では、靴を履きません。それは、
土を踏みしめることや海に触れることが地球という大きな家を感じ、大切にする気づきと
なると信じているからです。彼に私たちが、「あなたはなぜ靴をはかないの？」と聞いたと
き、彼はきまって「じゃあなぜ君は靴を履くんだ？靴を履き、地面から離れた高層ビルや
マンションを造ったから、人は大地の大切さを忘れてしまっているのではないか？」と投
げかけます。
ピースボートに乗っても、海外に行っても彼はほとんど靴を履きません。その彼が船に
乗ってきた際に、いつものように裸足でレストランへ行きました。それを見た参加者の男性
が、「変な外国人が靴も履かずにレストランにいる。どうにかしろ」と苦情を言いました。
皆さんなら、この時にどのように答えるでしょうか？　そしてタヒチの先住民族の男性
と、この苦情を言ってきた男性が同じテーブルで平和的に食事をとるには、どのような話
をしたら良いでしょうか。
ピースボートは「地球で遊ぶ、地球に学ぶ」をキャッチコピーに旅を続けています。海
を渡りながら、さまざまな土地を訪れること、そこで自然や人々と出会うこと、思いっき
り楽しむこと。その実体験が、自分とは何か、世界とは何か、平和とは何かを考えるきっ
かけに繋がっていくのではないかと思います。
